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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月10日(2021.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された水が使用されると、その使用済みの水を排水として出力する１以上の使用手
段を含む水処理システムにおいて、
　前記１以上の使用手段を制御対象とする情報処理装置の夫々に入力された前記水と、前
記１以上の使用手段の夫々から出力された前記排水とのうち、少なくとも一部に関する所
定の物理量又はそれに基づく量を検出し得る１以上の検出手段と、
　前記１以上の検出手段のうち少なくとも一部の結果に基づいて、前記１以上の使用手段
の夫々のユーザの使用に関する情報を生成する情報生成手段と、
　前記１以上の使用手段から出力された前記排水のうち少なくとも一部に対して所定の水
処理を行い得る１以上の水処理手段と、
　前記１以上の検出手段の夫々の結果に基づいて、前記１以上の使用手段の夫々と、前記
１以上の水処理手段とのうち少なくとも一部を制御対象として、当該制御対象に対する所
定の制御を実行する制御手段と、
　前記情報生成手段により生成された前記情報と、当該情報に基づいて生成される情報と
のうち少なくとも一部を、前記使用手段を単位として、所定のデバイスから出力させる制
御を実行する情報出力手段と、
　を備え、
　前記情報生成手段は、
　前記１以上の使用手段の夫々における、前記ユーザによる水の使用開始、使用停止、使
用量、及び使用時間のうち少なくとも１つを含む水使用情報を生成し、
　前記情報出力手段は、
　　前記所定のデバイスが、前記１以上の使用手段のうち何れかの使用を試みる者により
操作される場合、前記1以上の使用手段の夫々について、使用可能となるまでの待ち時間
を示す情報を前記所定のデバイスから出力させ、
　　前記所定のデバイスが、前記１以上の使用手段のうち所定使用手段を使用する者によ
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り操作される場合、当該所定使用手段の利用に関する１以上の情報を前記所定のデバイス
から出力させ、
　　前記所定のデバイスが、前記水処理システムを管理する者により操作される場合、当
該水処理システムのメンテナンスに関する情報を前記所定のデバイスから出力させる、
　水処理システム。
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